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マルチ年代学による白山火山活動史研究
History of Hakusan volcano studied by multi-chronology
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石川県，福井県，岐阜県の県境に位置する白山火山では、地下にマグマだまりの存在が確認されており、将来の起こ
りうる噴火に警鐘を鳴らす火山性地震も報告されている (平松 2006)。白山火山は、加賀室火山、古白山火山、新白山火
山、うぐいす平火山で構成され（石川県白山自然保護センター，1992），各火山の噴出年代は主として K-Ar 法により年
代決定されている (東野ほか 1984など)。しかし加賀室火山以外の年代は K-Ar 法が適用できる年代範囲に比較して相対
的に若いため、他の年代測定法により多角的に年代を決定することは白山火山の噴出史を再構築するのに役立つはずで
ある。本研究では、熱ルミネッセンス年代測定法の適用年代域が白山火山の噴出年代を知るのに適しているのにもかか
わらずこれまで試されたことがないことに着目し，石英を抽出して年代決定を行った。また加賀室火山にはフィッション
トラック年代測定を適用した。さらにマグマだまりでの滞留時間について情報を得るために鉱物晶出年代をU-Th法およ
び U-Pb法により見積もり，同火山下のマグマプロセスについて考察した。その結果，噴出年代はおおむね K-Ar 法によ
る既報と一致し，晶出年代はそれよりも５?１０万年若いという結果となった。
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